
太平洋に浮かぶ島国フィジー
には、ハーブ（薬用植物）の文
化が今も母から子に受け継が

れています。東京都市大学のプロジェクト
として薬用植物を研究する村上志緒さん
は、そうした伝統が色濃く残るラケンバ島な
どを訪れ、フィジーのハーブ文化を学んでき
ました。そこから生まれたのがフィジーの
ハーブ製品のブランド「Fijian Trad」です。
　フィジーのハーブの知恵が詰まっている
のは「ニウバーム」。ニウとはココヤシのこ
とで、ココナツミルクに月桃やイランイラン
などのハーブを加え、5日間日光に当て、火
にかけてオイル状にします。「今でも各家
庭で手作りし、スキンケアや虫さされなどに
使っています。このオイルを作るのは女性
の仕事ですが、お母さんと一緒に過ごす子
どもたちは、自然にハーブに詳しくなります」
と村上さん。
　もうひとつは、ハーブの香りや成分を抽出
した芳香蒸留水。もともとフィジーにはな
かったハーブの使い方ですが、「若い人たち
が蒸留体験にとても興味を示したので、好
奇心と創る力を発揮するプロダクツとしてイ
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ランイランなどを材料に取り組んでいます」。
どちらも商品のベースをラケンバ島の人た
ちが作り、日本で商品に仕上げています。
「自然に寄り添ってきたフィジーの人の豊
かさを日本の人に伝え、フィジーの人たちと
は、そのハーブ文化の素晴らしさ、新しく作
り上げる喜びを分かち合いたい。そしてフィ
ジーの若者たちの新しくフェアな仕事にな
るように『Fijian Trad』を育てていきたいと
思っています」

孫と一緒にココナツミルクを作るネーナ（おば
あちゃん）。村上さんのハーブの先生だ

商品の購入はトトラボHPまで▶https://www.totolab-shop.com
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巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電
話番号・ご希望の送付期間・送付開始
月号を明記の上、指定の金額（送料＋
手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたしま
す。入金から1週間程度かかることもあ
りますのでご了承ください。
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◎応募締め切り：2018年6月15日

2020年の東京五輪誘致を契機として、スポーツを通じた開発への機運は
これまで以上に高まっています。安定した発展に不可欠なコミュニティ意
識の向上や、社会的弱者のエンパワーメント、元気な身体と心の育成な
ど、スポーツだからこそできる直接的・間接的な協力活動をお伝えします。

次号予告（2018年6月1日発行予定）
6月号   特集 スポーツと開発

いつでもどこでも読める！ 
『mundi』バックナンバーはJICAホームページでご覧ください
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